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1. D = {(x, y)|x ≥ 0, y ≥ 0, x2 + y2 ≤ 4} であるとき
∫∫

D

xdxdy を求めよ． 領域 D も図示せよ．

2. D = {(x, y)|4 ≤ x2 + y2 ≤ 9, y ≥ 0} であるとき
∫∫

D

x2ydxdy を求めよ．領域 D も図示せよ．

3. D = {(x, y)|y ≥ 0, x2 + y2 ≤ 4x} とする．以下の問いに答えよ．

(1) 領域 D を図示せよ．
(2) x = r cos θ, y = r sin θ とし，D は (r, θ) で用いて E に表されるとする．E を

E = {(r, θ) : · · · · · · }

の形で書きなさい．

(3)

∫∫
D

(x2 + y2)2dxdy を求めよ． ただし必要に応じて
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を用いてもよい．

4. D = {(x, y)|x2 + y2 ≤ 2y} とする．以下の問いに答えよ．

(1) 領域 D を図示せよ．
(2) x = r cos θ, y = r sin θ とし，D は (r, θ) で用いて E に表されるとする．E を

E = {(r, θ) : · · · · · · }

の形で書きなさい．(Hint:接弦定理 or cos(π
2
− θ) = sin θ)

(3) 2重積分
∫∫

D

(x2 + y2)3dxdy を求めよ．3で与えた公式，および

∫ π

0

sinn θdθ = 2

∫ π
2

0

sinn θdθ

を用いてよい．

5. 不等式 0 ≤ 2x− y ≤ 1, 1 ≤ x+ y ≤ 2 の表す領域を D とするとき, 次の問に答えよ.

(1) 領域 D を図示せよ.

(2) 変数変換 2x− y = u, x+ y = v を用いて, 次の 2重積分の値を求めよ.∫∫
D

(x+ y)4(2x− y)2dxdy
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